
今
年
度
は
気
仙
沼
市
社
協
及
び
亘
理

町
社
協
と
の
取
り
組
み
は
継
続
し
、
新

た
に
２
か
所
の
被
災
地
域
の
市
町
社
協

と
協
働
で
実
施
し
ま
す
。

２　
住
民
主
体
の
“
ま
ち
づ
く
り
”
を
進

め
る
市
町
村
社
協
と
の
連
携
・
協
働

を
図
り
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

〔
推
進
計
画
…
基
本
目
標
１
ー
⑴
⑵
⑷
〕 

８
７
０
，
７
８
８
千
円

⑴     

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
の
活
動
を
住
民
組
織
と
共

助
で
効
果
的
・
効
率
的
に
実
践
す
る
た

め
に
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定

す
る
市
町
村
社
協
の
支
援
を
行
な
い
ま

す
。民

生
児
童
委
員
が
社
会
情
勢
を
把
握

し
、
必
要
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

同
協
議
会
と
協
働
で
階
層
別
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
施
行

に
伴
い
、
事
業
受
託
機
関
の
市
社
協
、

民
間
団
体
な
ど
が
円
滑
に
推
進
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

⑵   

市
町
村
社
協
の
基
盤
強
化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築

地
域
に
お
い
て
要
援
護
者
や
住
民
活

動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
は
じ
め
、
新

た
な
福
祉
課
題
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
事
業
化
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

な
ど
の
地
域
福
祉
推
進
者
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

市
町
村
社
協
と
と
も
に
地
域
住
民
に

よ
り
身
近
な
福
祉
問
題
な
ど
の
解
決
の

た
め
小
地
域
福
祉
活
動
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
）
の
基
盤
整
備
に
努
め
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑶  

地
域
活
動
の
推
進
に
係
る
情
報
の
発
信

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
情
報
と

し
て
、
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
、
社
協

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
各
種
研
修
会
の
開
催
や

広
報
誌
「
福
祉
み
や
ぎ
」
の
発
刊
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
幅
広
く
発
信
し

普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

３　
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

が
地
域
で
い
き
い
き
と
展
開
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

〔
推
進
計
画
…
基
本
目
標
２
ー
⑴
⑵
⑶
〕

７
２
，
５
７
１
千
円

⑴     

多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ

の
支
援
の
強
化

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
社
協
Ｖ
Ｃ
」
と
い
う
。）
機
能
の

充
実
に
取
り
組
む
７
か
所
の
市
町
社
協

を
対
象
に
担
当
者
課
題
共
有
会
議
の
開

催
や
事
例
集
の
作
成
、
情
報
の
提
供
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
な
ど
に
備
え
、

災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
訓
練
や
中
核
者
・
ス
タ

ッ
フ
養
成
研
修
な
ど
を
実
施
し
人
材
育

成
に
努
め
、
そ
の
体
制
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

⑵   

地
域
活
動
を
推
進
・
支
援
す
る
人
材
の

育
成

地
域
福
祉
活
動
推
進
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
育
成

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
中
間
支
援
組
織
な
ど

と
の
連
絡
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
住
民

主
体
の
地
域
活
動
を
推
進
で
き
る
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
宮
城
い
き
い

き
学
園
５
校
の
運
営
を
と
お
し
て
社
会

貢
献
活
動
へ
参
画
で
き
る
人
材
育
成
に

努
め
ま
す
。

⑶ 

福
祉
教
育
の
推
進

市
町
村
社
協
と
協
働
し
、福
祉
教
育・

防
災
教
育
を
切
り
口
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

住
民
に
対
す
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

⑷ 

元
気
高
齢
者
へ
の
社
会
参
加
の
支
援

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を

と
お
し
て
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
、高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
の
祭
典
で
あ
る
第
28
回
全
国
健
康

福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
）

へ
の
選
手
派
遣
や
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
。

４　
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

専
門
性
を
備
え
た
人
材
育
成
・
確
保

を
図
り
ま
す
。　

〔
推
進
計
画
…
基
本
目
標
３
ー
⑴
⑵
⑶
〕

４
９
６
，
０
４
８
千
円

⑴     

福
祉
人
材
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
や

資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
の
企
画
及
び

実
施福

祉
・
介
護
人
材
の
専
門
性
を
高
め

る
た
め
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
社
会

福
祉
従
事
者
研
修
、
資
格
取
得
研
修
な

ど
を
実
施
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

福
祉
施
設
及
び
事
業
所
な
ど
が
提
供
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

障
害
者
の
就
労
支
援
と
し
て
、
知
的

障
害
者
居
宅
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

⑵   

幅
広
い
人
材
確
保
の
企
画
及
び
実
施

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
機
能
の
福
祉
人

材
職
業
無
料
紹
介
事
業
に
よ
る
福
祉
の

職
場
へ
の
職
業
紹
介
と
斡
旋
を
は
じ

め
、
介
護
養
成
校
な
ど
と
連
携
し
て
介

護
福
祉
士
な
ど
修
学
資
金
貸
付
事
業
等

を
実
施
し
、
人
材
の
確
保
と
定
着
に
努

め
ま
す
。

⑶ 

福
祉
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
の
実
施

今
回
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ

る
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
は
じ
め
、
現

状
の
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
社
会
福
祉

法
人
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
社
会
保
険
労

務
士
な
ど
の
専
門
員
相
談
に
よ
る
社
会

福
祉
経
営
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
健

全
な
経
営
基
盤
を
確
立
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
事
業
機

関
と
し
て
、
保
育
所
及

び
社
会
的
養
護
関
係
施

事
業
計
画
の
基
本
的
な
方
針

今
日
の
社
会
福
祉
は
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
や
住
民
同
士
の

共
助
の
希
薄
化
、
経
済
困
窮
等
の
課
題
が
顕
著
と
な
り
住
民
の

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
横
断
的
で

柔
軟
な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ
れ
、
課
税
の
問
題
は
引
き

続
き
検
討
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
運
営
の

透
明
性
、
地
域
公
益
活
動
の
責
務
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る

中
で
、
本
来
の
公
益
性
・
非
営
利
性
あ
る
活
動
等
に
つ
い
て
、

県
民
に
理
解
を
得
る
た
め
に
幅
広
い
福
祉
関
係
者
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
施
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
持
つ
相
談
・
生
活

支
援
な
ど
の
機
能
を
生
か
し
た
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
他
と
の
連
携
支
援
を
行
う
な
ど

所
要
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
は
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
る
介
護
保

険
施
設
な
ど
の
経
営
状
況
や
介
護
職
員
の
人
材
不
足
も
懸
念
さ

れ
、
そ
の
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
把
握
し
所
要
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
（
以
下
「
大
震
災
」
と
い
う
。）
の
被
災
地

支
援
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
公
表
（
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
）

に
お
け
る
災
害
公
営
住
宅
の
工
事
着
手
戸
数
約
55
％
で
、
被
災

住
民
の
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
生
活
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
る
新
た
な
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
引
き
続
き

地
域
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら
被
災
地
域
の
市
町
社
協
と
の
連
携

に
よ
る
支
援
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
県
社
協
」
と
い
う
。）

で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
動
向
と
平
成
25
年
策
定
の
県
社
協
地
域

福
祉
推
進
計
画（
以
下「
推
進
計
画
」と
い
う
。）

を
基
本
に
市（
区
）町
村
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
「
市
町
村
社
協
」
と
い
う
。）
を
は
じ
め
、

福
祉
諸
団
体
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
社
協
の
経
営
基
盤
の
主
要
財
源
で
あ
る
国
・
県

等
の
補
助
金
・
委
託
金
が
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
配
分
と
自
主
事
業
等
の
拡
充
を
図
り

運
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
及
び
岩
沼
市

の
指
定
管
理
者
と
し
て
受
託
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ

め
、
設
置
施
設
・
事
業
所
な
ど
の
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

以
上
に
よ
り
、
県
社
協
の
理
念
・
使
命
を
果
た
す
た
め
、
次

の
事
務
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
務
事
業

１　
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地
域
の
市
町
社
協
の
支
援
を
と
お

し
て
、
地
域
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら
被
災
住
民
な
ど
の
自

立
・
生
活
再
建
に
努
め
ま
す
。

〔
推
進
計
画
…
基
本
目
標
１
ー
⑶ 

〕

４
０
，
２
５
９
千
円

⑴     

被
災
地
域
の
市
町
社
協
へ
の
個
別
支
援
の
充
実
・
強
化

被
災
地
域
の
市
町
社
協
を
個
別
支
援
に
担
当
制
を
継
続

し
、
県
社
協
各
部
署
で
横
断
的
に
検
討
・
協
議
し
、
個
別

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
震
災
復
興
定
例
支
援
会
議
、

支
援
団
体
な
ど
と
の
情
報
共
有
会
議
な
ど
）
を
開
催
し
、

復
興
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
共
有
し
て
福
祉
活
動
を
促
進

し
ま
す
。

⑵   

被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
支
援

災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
行
に
伴
い
、
住
民
同
士
の
新
た
な

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
構
築
に
向
け
て
、
被
災
地
域

の
市
町
社
協
と
協
働
で
企
画
・
実
施
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　宮城県社会福祉協議会は、本県における地域福祉推進の中核機関として市（区）町村社会福祉協議会をはじめ福
祉諸団体、NPO法人、ボランティア等幅広い関係者との連携・協働のもと、高い公益性とともに民間法人として
の自主性、創造性を発揮して『誰もが身近な地域で安心していきいきと暮らせる地域づくり』に取り組み、豊かな
福祉社会の実現を目指します。
　また、東日本大震災からの早期復興に向けて、被災地域の復興の段階に応じた支援を行います。

平成27年度  宮城県社会福祉協議会事業計画

❶. 被災地域の復興に向けた市町社協等と連携・協働に
よる継続支援

❷.  地域住民が支え合う“まちづくり”の推進
❸. 地域における福祉サービスの担い手の支援

❹.質の高い福祉サービスを支える体制の構築
❺.   各種団体とのネットワークの強化
❻. 法り信頼される法人を目指した運営基盤の強化

『
経
営
方
針
』

『
経
営
理
念
』
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